
【ご案内】
　多くの内部監査部門の責任者から「『グローバル内部監査基準』を読んだけれど具体的にどう改善
すればいいのか分からない」「他社の内部監査の取り組みを聞いても自社には合わない」という声をよく
聞きます。実は、『グローバル内部監査基準』は優れた内部監査の考え方や枠組みをまとめたもの
で、いわば“恐竜の骨格”のようなもの。骨格だけでは、どんな姿をしていたのか、どんなふうに生きていたの
かをイメージするのは難しいです。同様に、グローバル内部監査基準だけを読んでも実際の業務にどう
取り入れるべきかまではわからないのです。
　また、日本の企業では、それぞれの社風や事情に合わせて、独自の内部監査スタイルを築いてきまし
た。100社あれば100通りのやり方があるため、他社の事例がそのまま参考になるとは限りません。一
方、海外では監査人が複数の企業を経験しながら、組織の違いを越えて学び合い、共通する「良い
実務」を磨いてきました。『グローバル内部監査基準』は、そうした実践に基づいて作られた基準な
のです。
　この研修では、『グローバル内部監査基準』の逐条解釈や『国際基準』との差異などは取り上げず、そ
の代わり遠くの森にいる恐竜の姿「優れた内部監査実務」をのぞき見て、骨格となる『グローバル内部
監査基準』に大胆にアプローチします。具体的には、講師の内部監査人との交流や、多数の日本企業
の外部評価経験をもとに、グローバルに評価される「優れた内部監査実務」の中から、日本企業に
とって重要な５つのテーマを選び、背景やポイントをわかりやすく解説します。多くの方にご参加いた
だきますようご案内申し上げます。
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2025年10月28日火　10:00～17:00
九州生産性本部　セミナー室
福岡市中央区渡辺通２丁目１‒82　電気ビル共創館６階

内部監査品質評価ネットワーク 代表　　森 田  卓 哉 氏

内部監査部門の管理者、スタッフ
監査役、取締役監査等委員、取締役

公益財団法人 九州生産性本部

実務に活かすための実務に活かすための

「グローバル内部監査基準」入門
～日々の業務改善につながるヒントを探る研修会～



【 講 座 内 容 】

実務に活かすための「グローバル内部監査基準」入門

１. 倫理：仕組みで守る内部監査の信頼性
内部監査の「倫理」は、個人の誠実さだけに頼らず、部門全体で守る仕組みを整える
ことが大切です。

２. 経営との連携：トップと足並みをそろえる
社長や取締役会、監査役会などと、内部監査の目的や役割をしっかり共有し、信頼と
支援を得ることが重要です。

３. 個別監査の進め方：小さなリスクに柔軟対応
1つひとつの監査は、現場ごとのリスクを細かく見ながら、柔軟に進めます。このプロ
セスで、監査人としての基本的なスキルを身につけます。

４. 年間監査の設計：大きな視点で全体を組み立てる
年間監査計画は、全社的なリスクを踏まえて体系的に作成し、実行から報告まで一貫
性を持たせます。

５. 客観性と独立性：信頼される監査の土台
内部監査部門が組織から独立していることで、監査人が中立・客観的に仕事ができ
るようになります。これは経営側の理解と協力があってこそ実現します。

質疑応答

◆ この研修で得られること 

　　☑ 抽象的な『グローバル内部監査基準』の内容を、具体的に理解できる
　　☑ 自社の実務改善に向けたヒントが得られる
　　☑ 経営に貢献できる内部監査の第一歩を踏み出せる

◆ ご参加いただきたい方
　　 •『グローバル内部監査基準』を読んでもピンとこない方
　　 •自社に合った改善策を模索している方
　　 •内部監査の質を高めたいと考えている方

内部監査品質評価ネットワーク　代表　　森　田　卓　哉　氏
（元 日本内部監査協会　品質評価推進室長）

三井住友銀行内部監査部門にて国内海外の内部監査実務とマネジメントを経験。公認内部監査人
（CIA)資格を取得。内部監査人協会（IIA)のCIAフォーラム研究会で品質評価を研究。2007年、IIAの
外部評価チームメンバーとして米国で外部評価の実務を学ぶ。日本内部監査協会において、日本の風
土・制度・環境に合わせた『内部監査品質評価ガイド』の発行を進め、IIAの品質評価委員会で承認を得
る。品質評価推進室長として、金融、製造、商業、公共機関他、多数の内部監査部門に、グローバルレベ
ルの外部評価を日本の風土・制度・環境に合わせて提供。2019年までの12年間、IIA国際本部の品質評
価委員会、専門職課題委員会、金融機関ガイダンス委員会の委員として活動。2019年、内部監査の個人
事務所「内部監査品質評価ネットワーク」を設立。

保有資格：CIA（公認内部監査人）、CISA（公認情報システム監査人）、
　　　　　CISM（公認情報セキュリティマネジャー）、システム監査技術者
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参加費
（１名につき）

２０２５年１０月２８日（火）１０：００～１７：００

九州生産性本部　セミナー室
福岡市中央区渡辺通２丁目１‒８２　電気ビル共創館６階

内部監査部門の管理者、スタッフ
監査役、取締役監査等委員、取締役

２９，７００円 （内消費税２，７００円）
４１，８００円 （内消費税３，８００円）

○ ＷＥＢ上の参加申込フォームに必要事項をご入力の上、ＷＥＢにてお申込ください。
○ ＷＥＢにて申込後、「受講証」と「参加費請求書」を出力してください。
○ 参加費は銀行振込で、開催前日までにご納入下さい。振込手数料は振込人にてご負担願
います。

○ お申込の方に万一お差し支えの時は、代理の方の出席をお願いいたします。
○ 開催前日、当日の取消はキャンセル料を申し受けます。詳細につきましてはホームペー
ジをご参照下さい。

講師紹介

開催要領

申込要領

賛助会員企業
未会員企業

「グローバル内部監査基準をどう使うか」という視点で、単なる知識ではなく、日々
の実務に活かせる“本当の内部監査力”を一緒に磨いていく講座です。

◇ＷＥＢ検索する場合は　九州生産性　グローバル内部監査　　  で検索してください。



【 講 座 内 容 】

実務に活かすための「グローバル内部監査基準」入門

１. 倫理：仕組みで守る内部監査の信頼性
内部監査の「倫理」は、個人の誠実さだけに頼らず、部門全体で守る仕組みを整える
ことが大切です。

２. 経営との連携：トップと足並みをそろえる
社長や取締役会、監査役会などと、内部監査の目的や役割をしっかり共有し、信頼と
支援を得ることが重要です。

３. 個別監査の進め方：小さなリスクに柔軟対応
1つひとつの監査は、現場ごとのリスクを細かく見ながら、柔軟に進めます。このプロ
セスで、監査人としての基本的なスキルを身につけます。

４. 年間監査の設計：大きな視点で全体を組み立てる
年間監査計画は、全社的なリスクを踏まえて体系的に作成し、実行から報告まで一貫
性を持たせます。

５. 客観性と独立性：信頼される監査の土台
内部監査部門が組織から独立していることで、監査人が中立・客観的に仕事ができ
るようになります。これは経営側の理解と協力があってこそ実現します。

質疑応答

◆ この研修で得られること 

　　☑ 抽象的な『グローバル内部監査基準』の内容を、具体的に理解できる
　　☑ 自社の実務改善に向けたヒントが得られる
　　☑ 経営に貢献できる内部監査の第一歩を踏み出せる

◆ ご参加いただきたい方
　　 •『グローバル内部監査基準』を読んでもピンとこない方
　　 •自社に合った改善策を模索している方
　　 •内部監査の質を高めたいと考えている方

内部監査品質評価ネットワーク　代表　　森　田　卓　哉　氏
（元 日本内部監査協会　品質評価推進室長）

三井住友銀行内部監査部門にて国内海外の内部監査実務とマネジメントを経験。公認内部監査人
（CIA)資格を取得。内部監査人協会（IIA)のCIAフォーラム研究会で品質評価を研究。2007年、IIAの
外部評価チームメンバーとして米国で外部評価の実務を学ぶ。日本内部監査協会において、日本の風
土・制度・環境に合わせた『内部監査品質評価ガイド』の発行を進め、IIAの品質評価委員会で承認を得
る。品質評価推進室長として、金融、製造、商業、公共機関他、多数の内部監査部門に、グローバルレベ
ルの外部評価を日本の風土・制度・環境に合わせて提供。2019年までの12年間、IIA国際本部の品質評
価委員会、専門職課題委員会、金融機関ガイダンス委員会の委員として活動。2019年、内部監査の個人
事務所「内部監査品質評価ネットワーク」を設立。

保有資格：CIA（公認内部監査人）、CISA（公認情報システム監査人）、
　　　　　CISM（公認情報セキュリティマネジャー）、システム監査技術者

と き

ところ

対 象

参加費
（１名につき）

２０２５年１０月２８日（火）１０：００～１７：００

九州生産性本部　セミナー室
福岡市中央区渡辺通２丁目１‒８２　電気ビル共創館６階

内部監査部門の管理者、スタッフ
監査役、取締役監査等委員、取締役

２９，７００円 （内消費税２，７００円）
４１，８００円 （内消費税３，８００円）

○ ＷＥＢ上の参加申込フォームに必要事項をご入力の上、ＷＥＢにてお申込ください。
○ ＷＥＢにて申込後、「受講証」と「参加費請求書」を出力してください。
○ 参加費は銀行振込で、開催前日までにご納入下さい。振込手数料は振込人にてご負担願
います。

○ お申込の方に万一お差し支えの時は、代理の方の出席をお願いいたします。
○ 開催前日、当日の取消はキャンセル料を申し受けます。詳細につきましてはホームペー
ジをご参照下さい。

講師紹介

開催要領

申込要領

賛助会員企業
未会員企業

「グローバル内部監査基準をどう使うか」という視点で、単なる知識ではなく、日々
の実務に活かせる“本当の内部監査力”を一緒に磨いていく講座です。

◇ＷＥＢ検索する場合は　九州生産性　グローバル内部監査　　  で検索してください。



※個人情報の取扱いについて
１.ご提供頂いた個人情報は、当本部の個人情報保護方針に基づき、安全 かつ適切に管理致します。
２.個人情報は、本研究会の申込に関する事務手続きや講座運営のために使用します。ただし、当本部からのセミナーや講演会等
の開催案内のためにも使用する場合があります。

３.個人情報は上記目的以外に第三者に開示、提供することはありません。個人情報の取扱いを含む業務を他社に委託する際は、
個人情報が漏えい・流出することのないよう委託先に対して適切な契約や指導、管理を行います。

４.個人情報の開示､訂正､削除については､上記担当または当本部のお客様相談窓口にご相談下さい。

公益財団法人 九州生産性本部　担当：伊藤　№272
〒810‐0004　福岡市中央区渡辺通2丁目1‐82　電気ビル共創館６階

ＴＥＬ／092‐771‐6481　 ＦＡＸ／092‐771‐6490

当本部事業の案内は会員企業・労組のほか、一般の企業・労組にもお送りしております。今後、この様な経営・教育等の講座案内が一
切不要な場合は、下記に記載の担当者または当本部お客様相談窓口までご連絡下さい。

会場案内
（七隈線）　渡辺通駅下車（電気ビル本館B２Fへ直結）　
西鉄薬院駅より徒歩7分
・JR博多駅バス停B番より発車する全て（薬院・六本松方面）に
乗車可能（10分）→渡辺通1丁目G降車すぐ
・JR博多駅バス停A番より300番台（みずほPayPayドーム福岡
方面）、BRT（連接バス）もしくはK（九大伊都キャンパス方面）
に乗車（10分）→渡辺通1丁目電気ビル共創館前降車すぐ
・天神大丸前バス停4Cより乗車（5分）→渡辺通1丁目電気ビル共創館
前降車すぐ
天神より5分、JR博多駅より7分、福岡空港より25分

【地下鉄】
【西　鉄】
【バ　ス】
　
　
　

【タクシー】

https://qpc.or.jp/


